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新築富初、明治二十三年頃の全景（北方の背面より撮影）：①本館②南寮③北寮④食堂
⑤厨房⑥葱濟美館⑦武夫原⑧⑨理科教室⑩機械魑操場（白草原)．上方右に遠く見え
るのは正門．瑞邦館は①②の閲に隠肛て見えぬ。
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昭
和
三
十
二
年
五
月
、
自
衛
除
撮
影
：
中
央
に
通
ず
ろ
縣
道
の
左
方
は
薗
五
高
（
現
在
は
法
文
・
理
・
教
育
率
部
)
・
右
方
は
薗
工
専
（
現
在
は
工
學
部
及
び
理
學
部
の
一
部
)
．
－－
１
‐
‐
‐
ｌ
ｉ
１
ｌ
団
彗
珂
ト
コ
尋
丙
敲
寵
・
”
六
コ
温
計
暴
團
“
侍
丙
”
謡
卦
ｓ
瀧
難
”
騨
剛
印
丹
来
、
川
添
闇
｛
升
國
鴎
冨
・
州
ｓ
什
計
診
回
Ｏ
魂
一
汁
ユ
闘
感
罫
・
小
ｓ
叶
計
一
小
町
茜
Ｓ
ｌ
雪
ご
《
汕
剖
が
ｓ
一
胖
醐
杏
斗
腓
・
鴎
沖
俳
ｓ
片
計
珍
蔑
Ｈ
ｓ
祷
罫
再
宕
沫
誌
・
州
Ｓ
叶
計
ｓ
Ⅱ
扉
腫
再
剴
ｓ
雪
罰
．
開校紀念の歌
工
聖
罰
Ｈ
ｓ
祷
罫
再
宕
沫
笥
．
’
１
１
１
あかざはやがて－ひのもとのまどころ の
ひかり－ともなりおほぎみ－のみいつやちよに－
む
”
開
校
紀
念
の
歌
“
の
曲
譜
は
、
當
初
の
も
の
を
か
探
し
出
さ
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
言
へ
な
い
が
、
や
が
後
年
の
と
は
、
可
な
り
違
っ
て
居
る
、
と
聞
い
た
力
こ
と
が
あ
る
。
且
又
、
明
治
四
十
一
年
發
刊
の
に
よ
”
寮
歌
集
”
、
そ
れ
に
擦
っ
た
昭
和
十
二
一
年
刊
の
ち
〃
習
學
寮
史
“
並
に
同
十
四
年
刊
の
”
五
高
五
十
や
づ
年
史
“
等
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
を
免
れ
な
い
・
い
み
”
五
十
年
史
”
の
分
は
、
何
を
底
本
と
し
た
の
か
、
む
今
想
ひ
出
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
方
が
い
い
や
一
う
に
思
ふ
・
故
に
こ
こ
に
は
一
二
補
筆
し
て
、
そ
か
や
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。
か
か
（
本
文
の
五
十
頁
参
照
）
Ｉ
ＤＩ
－
リ
１
１
０
叩
１
割
二
蕊
母
蕊
蕊
鑿…
蕊
p､
”
五
高
五
十
年
史
“
は
、
去
る
昭
和
十
年
、
編
纂
受
諾
の
後
、
往
往
寝
食
を
展
し
て
、
史
料
の
蒐
集
整
理
に
努
め
、
十
二
年
十
月
十
日
の
式
典
直
後
、
即
ち
十
二
月
九
日
、
王
政
復
古
七
十
年
を
記
念
し
て
禿
筆
を
染
め
た
。
か
く
て
牛
歳
を
費
し
て
初
草
を
了
へ
、
綴
い
て
推
敲
を
累
ね
、
、
、
、
、
改
稿
を
試
み
た
が
、
不
學
非
才
の
た
め
、
鐘
に
天
下
の
五
高
と
し
て
の
全
貌
を
描
き
得
な
い
ば
か
り
か
、
総
じ
て
記
述
の
紛
雑
生
硬
す
ら
免
れ
ず
、
は
な
は
だ
残
心
の
ま
ま
、
十
四
年
三
月
一
一
一
日
付
を
以
て
、
五
十
年
記
念
會
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
爾
來
星
霜
二
十
年
。
此
度
こ
そ
捷
径
を
擢
ん
で
、
隈
な
く
”
聖
地
“
繍
癖
霊
膨
の
勝
迩
を
探
り
た
い
と
、
ひ
そ
か
に
期
す
る
所
も
あ
っ
た
が
、
く
び
す
行
路
の
曲
折
は
曾
遊
よ
り
も
霧
し
く
、
岐
路
に
迷
ひ
踵
を
反
し
た
こ
と
も
属
で
あ
っ
た
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
辛
う
じ
て
雷
め
得
た
ほ
の
か
な
足
よ
す
が
跡
を
し
も
、
散
て
ま
ざ
ま
ざ
し
い
田
心
ひ
出
に
耽
る
人
と
の
寄
庭
と
徹
す
の
は
、
ま
こ
と
に
心
許
な
き
ま
ま
に
、
〃
龍
南
へ
の
郷
愁
“
と
題
し
た
ご
か
り
よ
も
う
霜
に
顧
み
れ
ば
、
大
正
十
一
一
年
就
任
以
來
、
お
ろ
か
に
も
研
鑑
新
得
●
を
忽
に
し
て
は
、
呉
下
の
呂
蒙
に
も
及
ぶ
こ
と
能
は
ず
、
い
み
じ
く
も
恵
ま
れ
た
境
遇
に
安
ん
じ
て
は
、
俊
豪
逸
才
の
先
導
を
怠
り
、
あ
た
ら
半
生
を
夢
の
間
に
母
校
に
遙
つ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
四
年
”
五
高
同
窓
會
“
成
立
こ
の
か
た
、
終
始
庶
務
理
事
を
捲
當
し
、
殊
に
此
七
年
は
、
ひ
と
し
ほ
重
責
を
負
ひ
な
が
ら
、
年
ご
と
に
募
る
運
誉
の
拙
さ
に
、
一
日
も
速
く
戸
位
を
去
り
、
近
く
折
を
見
て
素
養
を
も
断
ち
た
い
も
の
と
考
へ
て
居
た
。
然
る
に
去
年
の
初
夏
、
巳
む
な
く
又
此
大
任
を
捨
つ
て
は
、
新
進
練
達
の
同
窓
も
多
い
の
に
、
身
の
程
知
ら
ぬ
六
十
路
の
め
し
ひ
（
鯛
）
な
る
か
な
し
、
ひ
た
す
ら
自
嗽
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
。
但
、
本
稿
の
筆
を
進
め
つ
つ
、
溌
刺
た
る
青
春
の
意
氣
に
感
じ
て
は
、
心
情
の
時
め
き
と
生
氣
の
灰
め
き
す
ら
覺
え
、
遡
っ
て
は
、
愛
震
の
は
し
が
き
跡
を
し
も
、
の
で
あ
る
。
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一
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武
夫
原
頭
に
草
萠
え
て
龍
田
の
山
に
秋
逝
い
て
高
く
饗
ゆ
る
三
寮
の
一一
そ
れ
西
海
の
一
聖
地
．
健
兒
が
胸
に
青
春
の
そ
の
剛
健
の
質
な
り
て
一一一
時
潮
の
め
ぐ
り
た
ゆ
み
な
く
思
や
狂
ふ
胡
北
の
地
斬
魔
の
創
音
さ
え
て
四
時
銀
に
し
て
義
を
思
ひ
あ
Ｌ
新
興
の
氣
を
負
ひ
て
思
は
馳
す
る
木
調
の
五
さ
ら
ば
我
友
叫
ば
ず
や
見
よ
龍
南
に
一
道
の
青
年
の
名
に
力
あ
り
寮
歌
 
"
武
夫
原
頭
に
"
明
治
三
十
八
年
故
恵
利
武
氏
作
〔
六
一
一
一
頁
参
照
〕
繍蕊蕊駕篭蕊蕊蕊灘驚籔
塵
世
に
節
を
偲
ぶ
か
な
浮
華
の
巷
に
わ
れ
立
て
ば
流
風
薫
る
銀
杏
城
移
り
て
こ
Ｌ
に
十
年
の
断
雲
剛
れ
飛
ぶ
所
ス
ラ
ブ
の
末
路
今
ぞ
見
る
時
と
人
と
を
諭
す
べ
く
正
氣
あ
り
て
ぞ
日
の
本
の
二
十
世
紀
に
光
あ
り
花
の
香
甘
く
夢
に
入
り
雁
が
音
遠
き
月
影
に
歴
史
や
う
つ
る
十
四
年
濁
世
の
波
を
と
は
に
せ
き
意
氣
や
溢
る
Ｌ
五
高
魂
玲
瀧
て
ら
す
人
の
道
